




























































The Relationship between Songs within the Play of “Ju-ippiki no Neko” and 
the Original Book and Script
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  「戦に行かなくても済むように」 
  「男になろう」 
⑩なのだソング ⑩なのだソング 


































































































欠かせないが、『１１ぴきのネコ』が上演される機会が多いわりには原典の研究が進んでいないのは残念である（３）。そこで、『１１ぴきのネコ』の劇中歌とその原典である『十一ぴきのネコ』の劇中歌の対応関係を検証し、さらに『十一ぴきのネコ』の劇中歌とその原典である『１１ぴきのねこ』の対応関係も検証して小学生の『１１ぴきのネコ』の上演には避けることができない選曲の問題について原典研究から一つの指針を提示したい。  ２．『１１ぴきのネコ』劇中歌と『十一ぴきのネコ』劇中歌の対応関係   『１１ぴきのネコ』の楽譜（青島,1985）を見ると、青島が曲をつけた井上 歌詞の出典は１９７１年出版の『１１ぴきのネコ』（井上,197 ）である。一 では井上は劇中歌の記載を３通りに書き分けていた。すなわち、タイトルと歌詞を記載する歌、タイトルと歌 しタイトルを太字にした歌、歌詞のみを記載する歌である。内容的に見て、太字タイトルの歌は物語の展開に直接かかわる歌である。タイトルと歌詞を記載した歌と歌詞のみ記載した歌は個々のネコの境遇や性格を明らかにする歌である。実は、井上は馬場の『１１ぴきのねこ』をまず人形劇に脚色し、次いで舞台用に脚色した。『１１ぴきのねこ』ではノラネコたちに雌雄の別はなく背格好は同じで個性も与えられていないが、井上は人形劇では「主人公のにゃん太郎（筆者注.『１１ぴきのねこ』のとらねこたいしょうに該当する）に対抗するちょいとした十一の悪役を作り出し」、舞台版では「ネコの集団を書き分けることに重点を置いた」という（桐原,2001:237）。その結果、『１１ぴきのネコ』のノラネコたちはすべて雄ネコで「ネコの集団を書き分ける」ための一つの方法として歌を与えられた。  表１に示すのは『１１ぴきのネコ』劇中歌と原典の『十一ぴきのネコ』劇中歌の対照表である。青島は物語の展開にかかわる太字タイトルの歌（表１では下線をつけた）にはすべて曲をつけ、オープニングの①「にゃあごろソング」からフィナーレの⑰「ノラネコ天国ソング」まで全部で１６曲ある。一方、ネコの集団を書き分けるための歌には井上が好むシェイクスピア芝居や日本の大衆演劇や歌謡曲を取り入れたり、１９６０年代の日本の世相を盛り込んだりして井上の独自色が強く出ているが、そのような歌を青島は採用しなか 例外が楽器のオノマトペを生かした「ラララ…ヴァイオリンのパッセージが」であり、青島は⑤「オーケストラ・ソング」というタイトルをつけて採用した。ただし、その旋律にはベートーヴェン作曲交響曲第９番第４楽章の「歓喜の歌」を使用した。したがって『１１ぴきのネコ』は『十一ぴきのネコ』の歌詞を用いるが、基本的には『１１ぴきのねこ』をミュージカル化した作品と言える。  なお、『十一ぴきのネコ』の劇中歌のうち「シェイクスピア全作品」は１９７１年版では太字タイト
ルの歌ではなかったので（井上,1971:163）青島は曲をつけていないが、『井上ひさし全芝居 その一』では太字タイトルの歌になっている（井上,1984:286）。しかし、「シェイクスピア全作品」はにゃん太郎が元はシェイクスピア学者の飼いネコだったと仲間 明かす歌なので、１９７１年版 記載の仕方が適切と考える。  ３．『十一ぴきのネコ』劇中歌と『１１ぴきのねこ』の対応関係   次に『十一ぴきのネコ』とその原典である『１１ぴきのねこ』の対応関係を検討する。実は『１１ぴきのねこ』でも表２に示 ように「ねんねこさっしゃれ」と「たいりょうぶし」という２つの歌が出てくる。「ねんねこさっしゃれ」は大きな湖に住む大きな魚の愛唱歌で、１回目は大きな魚が う。２回目はノラネコたちが歌って大きな魚を眠らせ、生け捕りにする。そしてノラネコたちは帰り道で「たいりょうぶし」を歌い、続けて３回目となる「ねんねこさっしゃれ」を歌う。このときノラネコたちが眠らせる相手は自分以外のネコたちで、夜の闇に乗じてそれぞれのネコが大きな魚を盗み食いをする。朝になると大きな魚は骨だけになっていた。 
 井上は『１１ぴきのねこ』の歌を重視して「ねんねこさっしゃれ」を「魚の子守歌」、「たいりょうぶし」を「魚見えたか節」というタイトルに改めて歌詞を書き下ろし『十一ぴきのネコ』に取り入れた。この２曲にとどまらず、井上が『１１ぴきのねこ』のストーリーに合わせて次々と歌を加えた結果が表１に示した太字タイトルの１６曲であった。そこで、太字タイトルの１６ は『１１ぴきのねこ』のどの部分を歌曲化したのかを確認しておこう。以下、○で囲んだ数字は表１の『１１ぴきのネコ』および『十一ぴきのネコ』の劇中歌の通し番号に対応する。♪印は歌い出し、（）内の数字は『１１ぴきのねこ』のページを示す。 ① にゃあごろソング  ♪あっちのほうでにゃあごろ こっちのほうでにゃあごろ   →１１ぴきののらねこがいました。（１頁）  『十一ぴきのネコ』のオープニングは会場のあちこちにひそんでいたノラネコたちがニャーニャー鳴
表２．馬場のぼる『１１ぴきのねこ』の歌 
歌う場所     タイトル 
 湖 ①－（１）ねんねこさっしゃれ（1回目） 
 湖 ①－（２）ねんねこさっしゃれ（2回目） 
 湖 ②たいりょうぶし 





















































































































































































































長と食べたい一心で行動するノラネコたちの姿が重なると言う。「十一匹のネコが旅に出た」はまさに『十一ぴきのネコ』の主題歌である。1 回目と 2 回目は大きな魚が住む湖を目指して長い旅をするノラネコたちに歌わせた。3 回目はかつては仲間だったネコたちに殺されたにゃん太郎を弔ったのち、ノラ
ネコ天国から再び旅に出るにゃん十一が歌う。「11匹のネコが旅に出た」以外にも『十一ぴきのネコ』では「なのだソング」、「魚見えたか節」、「動物づくしによる軀を鍛えようソング」が 2回歌われていた。この 3曲が 2回歌われるのは物語の時間の経過を示すためであり、「十一匹のネコが旅に出た」
表３．『十一ぴきのネコ』の劇中歌（演奏順） 
場面 歌う場所 タイトルまたは歌い出し 『11 ぴきのねこ』との関連  Ⅰ－１ 都会 ①にゃあごろソング   ○ 
Ⅰ－２ 都会 ②野良猫暮しの是非についての問答歌   ○ 
Ⅰ－３ 都会 ③ネコの大漁唄い込み   ○ 
Ⅰ－４ 都会 ④お腹が空いたのブルース   ○ 
Ⅰ－５ 都会 ⑤「ラララ…ヴァイオリンのパッセージが」   × 
Ⅰ－５ 都会 ⑥のんだくったマーチ   × 
Ⅰ－６ 都会 ⑦こんどうまれてくるときはのレクイエム   × 
Ⅰ－６ 都会 ⑧地上最低空前絶後の悪口唄   × 
Ⅰ－６ 都会 ⑨－（１）十一匹のネコが旅に出た（１回目）   ○ 
Ⅰ－７ 旅 ⑨－（２）十一匹のネコが旅に出た（２回目）   ○ 
Ⅰ－７ 旅  シェイクスピア全作品   × 
Ⅰ－７ 旅  「島で生まれて十三七つ」   × 
Ⅰ－７ 旅  「戦に行かなくても済むように」   × 
Ⅰ－７ 旅  「男になろう」   × 
Ⅰ－７ 旅 ⑩―（１）なのだソング（１回目）   ○ 
Ⅱ－１ 旅 ⑩－（２）なのだソング（２回目）   ○ 
Ⅱ－２ 旅  国境の春   × Ⅱ－２ 旅  あこがれのハワイ航路   × Ⅱ－２ 旅 ⑪雲に追いつけ   ○ 
Ⅱ－３ 湖 ⑫―（１）魚見えたか節（１回目）   ○ 
Ⅱ－４ 湖 ⑬ネコの英雄にゃん太郎への讃歌   × 
Ⅱ－４ 湖 ⑭都会は毒薬の優しいロック   × 
Ⅱ－５ 湖 ⑮―（１）動物づくしによる軀を鍛えようソング（１回目）   ○ 
Ⅱ－６ 湖 ⑯－（１）魚の子守唄（１回目）   ◎ 
Ⅱ－６ 湖 ⑮－（２）動物づくしによる軀を鍛えようソング（２回目）   ○ 
Ⅱ－７ 湖 ⑯－（２）魚の子守唄（２回目）   ◎ 
Ⅱ－７ 湖 ⑫－（２）魚見えたか節（２回目）   ◎ 
Ⅱ－８ 湖 ⑰ノラネコ天国ソング   × 











































































は物語の主題と結びついている点でより重要である。  また、井上は都会の生活に見切りをつけ、ついにユートピアを建設した 11匹のノラネコたちは「周囲となじめないなら、ひとつ同志で力を合わせて自分たちのなじめる新しい場所を作り出そうではないか」という、困難だが雄々しい生き方を提示しているとも言っている（井上,2011: 443）。「十一匹のネコが旅に出た」 ネコたちに繰り返し歌わせることで、井上は現実世界で周囲となじめず、苦しみながら生きている者たちに一つの方向性を示唆し、エールを送っているのだろう。  『１１ぴきのネコ』の原典『十一ぴきのネコ』、そして『十一ぴきのネコ』の原典『１１ぴきのねこ』にはそれぞれの作者が意図して繰り返し使用する歌があった。この点については、劇中歌を初出順に掲載しているだけの『１１ぴきのネコ』の楽譜からは情報が得られない。しかし、原典 あたって繰り返し使用される歌の存在を知れば、『１１ぴきのネコ』の劇中歌全１７曲の中に軽重の差が見えてくる。原典での繰り返し使用という視点を『１１ぴきのネコ』の選曲に生かせ いだろうか。原典にこめられた作者たちの意図を尊重し、1 つの歌を 2 回以上繰り返すという選択肢があってもよいのではないか。  ５.原典研究からみた DVD 版『１１ぴきのネコ』の選曲について   『１１ぴきのネコ』の選曲の具体例として DVD 版『１１ぴきのネコ』（青島,2001）を取り上げよう。選曲にあたり、青島は都会→旅→湖の３つの場面で「ノラネコたちの空腹、旅に出る動機、大きな魚との戦いという状況が描かれていなければならない」と条件を付けた。さらにミュージカルは物語の筋を追うだけで く歌や踊りも見所なので「筋そのものからは枝葉の部分と思われても、音楽的見地から数曲加える（とくにはじめと終わりは派手な曲が必要）」とも言う。こうして選曲したのが表４に示した 13 曲である。表１に示した『１１ぴきのネコ』劇中歌全１７曲のうち、DVD 版はオープニングの①にゃあごろソングとフィナーレの⑰ノラネコ天国ソングを採用する一方で、⑤オーケストラ・ソング、⑧地上最低空前絶後の悪口唄、⑩なのだソング、⑪雲においつけ、の 4曲をカットして 13 曲を選曲した。この 13曲は楽譜の掲載順に 1回ずつ歌っていく。歌と歌との間は短いセリフを入れ、ストーリーを説明する。なお、作曲者の青島はピアノ伴奏のほか、にゃん作老人を演じている。  DVD 版では①にゃあごろソングで登場した都会のノラネコたちの空腹は、②ノラネコ暮しの是非についての問答歌、③ネコの大漁唄い込み（釣りの演技や踊りも見所である）、④お腹が空いたのブルース、⑥のんだくったマーチ、⑦こんど生まれてくるときはのレクイエム（スローテンポのバラード。独唱力を要す）、の 4曲で描かれる。オリジナル版の⑤オーケストラ・ソングと⑧地上最低空前絶後の悪口唄の 2曲はカットされた。 
 旅に出る動機は、⑦の歌の後で登場し、大きな魚の話をするにゃん作老人のセリフで説明される。その後、ノラネコたちは⑨十一匹のネコが旅に出たを歌い がら出発する。舞台から客席におりて練り歩きながら長旅を表現し、再び舞台に上がると湖に到着する。DVD 版では旅の場は⑨の歌 1 曲ですませ、オリジナル版の⑩なのだソングと⑪雲においつけの2曲はカットされた。  大きな魚との戦いは次の 6曲で描かれる。ノラネコたちは⑫魚見えたか節で湖に漕ぎ出すと（筏を漕ぐ動作を伴うために船頭のにゃん太郎役には力強いソロが要求される）、大きな魚と遭遇する。⑫の歌が終わると、大きな魚は舞台を横切り、ノラネコたちをなぎ倒す。にゃん太郎は体当たりを試み、10 匹は⑬ネコの英雄にゃん太郎への讃歌を歌って応援するが失敗する。ノラネコたちは気弱になり「都会の生活－。いわれてみればあれでなかなか結構な生活でしたねえ。」というセリフを入れて⑭都会は毒薬の優しいロックを歌う（「退廃的な」振付で踊り、最後は舞台中央に集まってポーズを決める）。しかし、⑮動物づくしによる軀を鍛えようソングを歌って仕切り直す（⑭とは逆に 強く体操しながら歌う。前奏には「ラジオ体操第二」を使う）。ノラネコたちは大きな魚には力では負けるので頭を使おうと⑯魚の子守唄を歌っておびきだし、油断させる作戦を
表４．DVD 版『１１ぴきのネコ』で選曲された    劇中歌（演奏順） 歌う場所 タイトルまたは歌い出し 都会 ①にゃあごろソング 
都会 ②ノラネコ暮しの是非についての問答歌 
都会 ③ネコの大漁唄い込み 
都会 ④お腹が空いたのブルース・Ｂ  ※A(合唱)、B(斉唱)のうち Bで歌う 
都会 ⑥のんだくったマーチ 
都会 ⑦こんどうまれてくるときはのレクイエム 









歌またはセリフ              歌またはセリフの説明   
ネコの鳴き声 オープニングの①にゃあごろソングに代えて、会場のあちこちに隠れていたノラネコたちがニャーニャー鳴きながら舞台に上がり、舞台の上でもさまざまな鳴き声や動作をする。 
セリフ ノラネコたち。「お腹が空いたよー」「何か食べたいよー」などと口々に言う。 ナレーター「１１匹ノラネコがいました。いつもお腹がペコペコでした。」 
 歌１ ②ノラネコ暮しの是非についての問答歌 
セリフ 
にゃん作老人登場。「ネコたちや、そんなにハラペコなのか。大きな魚が食べたいか。北の湖に大きな魚が住んでいる。勇気があるなら行ってごらん。ゴホッゴホッゴホッ」 ネコたち「そんな大きな魚ならお腹いっぱい食べられるぞ。みんなで力を合わせればつかまえられるぞ、ぜったいに！ニャゴニャゴニャゴ」 
歌２－(１) ⑨－（１）十一匹のネコが旅に出た（１回目） ※歌いながら練り歩き、都会から旅への移行をあらわす。 
セリフ 
にゃん太郎「あっ、あそこに湖が見えるぞ。」 ネコたち「ひろいなあ。おおきいぞ。海みたいだ。」 ナレータ 「ー１１匹のネコたちはいかだを作りました。そしていかだにのって大きな魚を探しにいきました。」 
歌３－(１) ⑫―（１）魚見えたか節（１回目） ※いかだを漕ぐ動作を伴って歌う。 
セリフ 
にゃん太郎「でたあっ。大きな魚だ。」大きな魚が登場。 ネコたち「それっ、とびかかれ。ニャゴーニャゴニャゴ。ゴロニャーン」 ネコたち、大きな魚に次々と倒される。「ざんねん。やられたー。」 ナレーター「ネコたちは大きな魚を捕まえようとしましたが、まるで歯がたちませんでした。」
歌４－(１) ⑯―（１）魚の子守唄（１回目）※大きな魚が歌う。 
セリフ ナレーター「夜になりました。」（うす暗くなる） にゃん太郎「おやっ、大きな魚が眠っているぞ。敵は油断している！」 
歌４－(２) ⑯－（２）魚の子守唄（２回目）※眠っている大きな魚の周りをまわりながらネコたちが歌う。大きな魚はいびきをかき始める。 
セリフ 
にゃん太郎「いまだ！かかれーっ」ネコたち「ギャオー、ゴロニャーン」 ナレーター「ネコたちはどっととびかかりました。」大きな魚「ウギャーァ」 にゃん太郎「諸君！われわれはついに大きな魚をつかまえたぞ。」１０匹「おー！」 にゃん太郎「早く帰ってみんなに見せてやろう。」１０匹「さんせーい。」 
歌３－(２) ⑯－（２）魚見えたか節（２回目）※帰路、闇の中でネコたちは大きな魚を食べる動作をしながら歌う。１番は遠慮がちに、２番は開き直って勢いよく歌う。 
セリフ 










































































































歌またはセリフ              歌またはセリフの説明   
ネコの鳴き声 オープニングの①にゃあごろソングに代えて、会場のあちこちに隠れていたノラネコたちがニャーニャー鳴きながら舞台に上がり、舞台の上でもさまざまな鳴き声や動作をする。 
セリフ ノラネコたち。「お腹が空いたよー」「何か食べたいよー」などと口々に言う。 ナレーター「１１匹ノラネコがいました。いつもお腹がペコペコでした。」 
 歌１ ②ノラネコ暮しの是非についての問答歌 
セリフ 
にゃん作老人登場。「ネコたちや、そんなにハラペコなのか。大きな魚が食べたいか。北の湖に大きな魚が住んでいる。勇気があるなら行ってごらん。ゴホッゴホッゴホッ」 ネコたち「そんな大きな魚ならお腹いっぱい食べられるぞ。みんなで力を合わせればつかまえられるぞ、ぜったいに！ニャゴニャゴニャゴ」 
歌２－(１) ⑨－（１）十一匹のネコが旅に出た（１回目） ※歌いながら練り歩き、都会から旅への移行をあらわす。 
セリフ 
にゃん太郎「あっ、あそこに湖が見えるぞ。」 ネコたち「ひろいなあ。おおきいぞ。海みたいだ。」 ナレータ 「ー１１匹のネコたちはいかだを作りました。そしていかだにのって大きな魚を探しにいきました。」 
歌３－(１) ⑫―（１）魚見えたか節（１回目） ※いかだを漕ぐ動作を伴って歌う。 
セリフ 
にゃん太郎「でたあっ。大きな魚だ。」大きな魚が登場。 ネコたち「それっ、とびかかれ。ニャゴーニャゴニャゴ。ゴロニャーン」 ネコたち、大きな魚に次々と倒される。「ざんねん。やられたー。」 ナレーター「ネコたちは大きな魚を捕まえようとしましたが、まるで歯がたちませんでした。」
歌４－(１) ⑯―（１）魚の子守唄（１回目）※大きな魚が歌う。 
セリフ ナレーター「夜になりました。」（うす暗くなる） にゃん太郎「おやっ、大きな魚が眠っているぞ。敵は油断している！」 
歌４－(２) ⑯－（２）魚の子守唄（２回目）※眠っている大きな魚の周りをまわりながらネコたちが歌う。大きな魚はいびきをかき始める。 
セリフ 
にゃん太郎「いまだ！かかれーっ」ネコたち「ギャオー、ゴロニャーン」 ナレーター「ネコたちはどっととびかかりました。」大きな魚「ウギャーァ」 にゃん太郎「諸君！われわれはついに大きな魚をつかまえたぞ。」１０匹「おー！」 にゃん太郎「早く帰ってみんなに見せてやろう。」１０匹「さんせーい。」 
歌３－(２) ⑯－（２）魚見えたか節（２回目）※帰路、闇の中でネコたちは大きな魚を食べる動作をしながら歌う。１番は遠慮がちに、２番は開き直って勢いよく歌う。 
セリフ 





















































（１）筆者は 2006 年 6 月 22 日，富山市立堀川小学校第









（４）1971 年 4 月『十一ぴきのネコ』初演時の対談。『十一
ぴきのネコ』2012 年 1 月こまつ座＆ホリプロ公演パ
ンフレット所収。
（５）青島は DVD 版『１１ぴきのネコ』に添付された
台本・楽譜集の中で「曲間はすべてセリフでつなぐの
が良く，そのセリフは（中略）あらすじから作り出せ
るであろう」（２頁）と述べている。
（６）2012 年度前期「音楽科教科内容研究特論Ｅ」の履
修者は連桃季恵（修士 1 年），村田敦美（同），黒川た
まみ（科目等履修生）である。
（2012年８月31日受付）
（2012年10月16日受理）
